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15.オオチ ョウバエ幼虫の防除に関する研究 (I). オオチョウバエ幼虫の巾糊と井部感受性につ
いて.稚 さ吐出･廿日山正光 .池野田志 (大正争uti株式会祉 防虫科学研究三三 穴茄) 44.5.20受用

オオチョウバェを駆除するために, この幼虫の各令糊および蛸の各印薬剤に対する感受性につい

て検討を行なった.実験の結果,幼虫の各令糊を通じて.Baytexの殺虫効力が虫も優れ,I)iazinon

>DDVP>Malathion>γ-BHCの唄に低下した.また,矧こ対しては.Diazinonが最も有効で

あり,Baytex>Malathion>DDVP>γ-BHCの頓に効力は低下し,幼虫期とやや異なる傾向を

示した.したがって,オオチョウバェ幼虫の駆除には Baytexあるいは Diazinon乳剤の散布が有

効であると考えた.

新しい剤型の DDVP税胴諮散剤は,オオチョウバェ幼虫に対し,その使用方法から考えて充分
効力を発押するものと凪われろ. iY糊mJの感受性の丑矧ま君命,申令ではあまり差がなく,終令に
おいてやや伏下し.蛸では幼虫と比較して感受性は10-20付和モいことが認められた.

は じ め に

近年,都市における浄化槽の発達に伴ない,チカイ

エカと共にチョウバエ郡が新しい術生告虫として注目

されてきた.オオテラウバエ Telmatosco♪usalbl'･

♪unctatusWILLtSTONは,地中桁沿Tキトー部,苑内アジ

ア,ハワイなどに分布し.わが国では近咋.神奈川県

や鹿児島県の一部で大発生し,問題になっている.こ

の幼虫は,浄化軌 下水WS,あるいは荷台および農園

などの不完全な81lJ粥の汚泥巾には息する.相生上の告

としては.成人女子の光班巾から多数の幼虫および餌

が発見された記録 (Tokunaga,1953)l)があろが.そ

の他の和IL!iはほとんどなく,生慣および薬剤感受性に

ついても未知の平出であったので.2-3の実験を行な

い,知見を柑T=ので和告する.

本文に入るに際し,有Il忘なる御助言を賜った神奈川

県衛生研究所の蘇谷田樹博士,発表を御決諾いただい

た当社の上原昭二副社長および常務取締井川俊一博士.

研究部長田巾一郎博士に探測いたします.また,実験

に協力された当研死去の詫間良之助氏に感謝する.

材 料 と 方 法

実験に用いたオオチョウバエTetmotosco♪〟Satbl'･

♪u〃ctotlLSWILLtSTONは1968咋11月に神奈川爪術生

研究ITrより讃把を受け.その後.当研光宅において26

-28oC.70-90% RIIのblITf'_i''.で累代飼育を行なっ
たものである.幼山肌ま25×35×10cmのバットに約

1cmの搾さに水を入れ 10gの乾煉酵母 (ビースト;

出城畢生譲与畢生)を与えて飼ffした.成虫糊は5,%の砂糖

水を与えて飼門し.採卵はシャーレに乾燥酵母を水に

とかして入れ,上に紙をしいたもので行なった.また,

これらの飼ff射′ト下でオオチ｡ウバ工の卵期間は約2

日幼虫Mmは9-Il°.航1g]Wは約2.5日であり,成
虫は約2Earl"Jの姓Tjが認められた.産卵は羽化後3-4
日日から開始される.

幼虫の市川の測定は.良沢(1955)2)らの方法に印じ,

卵化後の経過口数ごとに40qlの幼虫を取り目し,打微

鏡で頭巾のnrLii:を行なった.なお,参考までに体長の

nll定も行なったが.この5uh'に任用した虫数は2-6孤

である.木火映では令州別の薬剤感受性を比較するた

め.貯化後3日口のものを21:令,5-6日目を申令,
8-9日目を終令幼虫として取り扱った.

実験に用いた薬剤は.DDVP,Baytex,Diazinon,

Malathion,γ-BHCでいずれも90,%以上の工業用原

体である.以上の5%乳剤 (桁媒としてアセトンを用

い乳化剤Tween80を1,00'況用した魁剤)と,新しい

剤型の DDVP樹胴恭散剤 (DDVPを5,00'弁才f)の6
検体である.

乳剤の文験は.燕批20mtTJ入れたTli碓7cmx閃き

5.5cmのプラスチック昏Ii弔掛こ.供試iilを10頭放し

て24時間筏の致死ヰ王を概繁くする24時1'1'J泣(71'法と,所定
時rTrJ改訳枇招させた後.とりだして水洗し,別の容器

で飼ffして24時Ilq後の致死率王を祝祭する短時間浸硫法

の2方法によって行なった.なお,いずれも幼虫の溺

死を防ぐために,波型状に折った折紙を入れた.実験

温度は26-27oCである.

樹脂恭散剤の実験は0.5m3箱型装匠の天井より,

5,% DDVP樹脂蒸散剤 (1枚当りの DDVP含有包
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-2.30g)をyiに切断したものを吊し,底面には20mt

の水を入れ 供試虫10頭を入れたプラスチック製客船

を以き所定時間ごとに容器ごととり出し,26-27oC

のtfi配宝に保存して,24時間後の致死率を観察した.

本火映では対府昆虫として,当研究室で累代飼育中の

アカイエカ CutexPipL'ens♪attensCoqtJILLETTの終

令幼山および蛎を供試した.

なれ 樹脂より恭敬した DDVPの水への移行量を

知るために,同様の実験条件の水から得た試料を用い,

ガスクロマトグラフィーによる定量を行なった.この

拙作条件は以下にしめすとおりである.

機 械 :Varian600-D

カラム ;ガラスカラム (直径2mmx長さ90cm)

紋相:5% siliconeDC-550

担体:chromosorbG (HMDS処理)

60.-80mesh

温 度 :カラム温度-119oC
注入口温度-159oC

感 度 :RangelxAttenuation8

ガ ス .･N2,流速30mL/min.

また,DDVP樹脂議散剤では,効力持綴朋間を知

る目的で,開封厄後晶.開封後15日間および30日間26

-27oCの部屋に放置呈したものとの剛寺比較を行なっ

た.

結 果 と 考 察

脚化後の経過日数ごとの頭巾および体長の測定結果

は卵1表に示したとおりである.頭巾の平均値につい

て有.-ld丑検定を行なったところ.5つの袋田に区分さ
れた.幼虫の令朋と軌 f]との相関関係については,良

釈 (1955,1956)2･3･-)がモンシロチョウ, ヨトウガ,

ギンポシキンウワバなどを用いて詳細な解析を行ない,

その相関関係を認めている.しかし,オオチョウバエ

幼虫に関しては本実験の結果だけで幼虫期間を5令と

判定するのは未だ問題があり,参考にとどめた.

各種殺虫剤による24時間浸漬法の実験結果を邦2表

に示した.若令,申令間では薬剤感受性の差矧ま小さ

く,終令では2-3倍の感受性の低下が観察された.

しかし,γ-BHC二での若,rll令幼虫のLC50値はMala･

thionと同程度であるが,終令幼虫では約10倍の25.0

ppm という高い値を示したことは興味ぶかい点であ

る.以上のことから,幼虫に対する殺虫効力は Bay･

texが最も優れ.Diazinon>DDVP>Malathion>

γ-BHCの唄に低下することが明らかになった.この

傾向はコガタアカイエカの3･一4令幼虫に対する効力

噸位 (Baytex>Diazinon,DDVP>Malathion>r-

BHC)(鈴木,1963)6)あるいはイエバエの終令幼虫に

対する蛸化阻止効力の唄位 (Baytex>Diazinon>

DDVP>Malathion)(大Lilら,1968)6)などとほほ同

様な幌向を示しており,これらの衛生苦虫と同様な薬

剤防除が適用されるのではないかと考えられる.沖化

槽におけるチカイエカ駆除の基準薬員は Diazinonに

ついてlppm と規定されているが, この他は, オオ

チョウバエ幼虫の駆除も達成されるものと考えられる.

一方,蛸の薬剤感受性は幼虫に比較して10-20倍程

度低く,効力噸位 (LCBOに よる比較)もDiazinon

>Baytex>Malathion>DDVPのように,幼虫と

は異なった傾向を示した.γ-BHCでは浪皮200ppm

でも致死率は0であった.殺虫剤の有効度とその次示

法について大沢ら(1947)7)が検討を行なっているよう

に,蝉に LC50(あるいは LD50)の比較だけではなく,

回帰直線の勾配による殺虫碓率をも加味すれば,幼山

期に優れた効力を発揮したBaytexと,やや効力の劣

ろMalathionが,矧こ対しては非絹に対附的な帆td

Tableau1. Accroissementdelatailleetdelalargeurdet8teenfonction

dejoursaprとsl'incubationdesLarvesduMothFly(a28oC).

!･7nucrusbaaTir.anS Largeurdetete･ Taille･ Instarconjectural lnstar6tudid

1jour 0.122土0.0030mm

2jours 0.211土0.0128

3iours 0.313土0.0121

4jours 0.324土0.0118

5jours 0.418土0.0189

6jours 0.453土0.0189

7jours 0.480土0.0185

8jours 0.526土0.0120

9jours 0.541土0.0136

1.078mm 1

2.400 ⅠⅠ

3.528

4.285

5.595

榔‥

6.270 ⅠV

9.430

V Dernier

9.640

*Lalargeurdeteteadtid6termingechez40insectesdechaquegroup.

**Latailleait6ddtermindechez2a6insectesdechaquegroup.

116



ト

〓

Tableau2. Effetstoxiquesd'insecticidesvariessurchaquelnstardesLarvesduMothFly.
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Tableau3. Effetstoxiquesd'insecticidesvariessurlesLarvesenDernier
lnstarduMothFlysuivantlaDippingM占thode.

Produit
dtudi占

5%
Baytex
dmulsion

5%
DDVP
dmulsion

5%
Diazinon
dmulsion

5%
Malathion
dmulsion

5%

γ-BHC
古mulsion

Multiple
de
dilution

X

X

X

X
X

X

X
X
X

X

X
x

50
400

㈱

50
40｡
000

5｡
400
㈱

50
棚
㈹

=

r:

r=

日日

1%占mulsifiant 50x

Concentration Fr占quence Nombre
(ppm) d'essais d'insectes

100)

125

50

oo｡

125

50

㈱

125

5｡

㈱

125

50

00

20｡
10｡
洲

1

1

1

1

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

50

50

50

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

Tempsdecontact-Mortalit占
(minute) (%)

5 10

60.0
14.0

8.0

52.50

一
0
0
0

0

5

空

84
.
70
.
58

85
.
27
.
0

5
5
5

5
5

2
2
7

2
7
0

8

5

1

8

3

0

5

0

0

0

2

5

5

0

4

3

5

0

2
0
0

5

Tableau4. EffetstoxiquesdeDDVPSTRIPsurlesLarvesduMothFly.

Insectes
utilis占S

MothFly

Culex
plplenS

118

Nombre
de
jours

Instar Nombre
utilis占 d'insectes

Tempsempoisonn占IMortalit6
(enheure)

1 3 5 7

Moyen 30

0 Dernier 30

Chrysalide 30

DDVPconcentration★

Moyen 20

15 Dernier 20

Chrysalide 20

DDVPconcentration

Moyen 20

30 Dernier 20

Chrysalide 20

5

7

7

7

3

6

6

6

6

8

7

6

15

0

3

o

O

60

93

50

136

7

7

7
8

86

76

6

6mpp

7

7

84

66

36

0

L

0

0

0

0

8

0

5

0

0

8

7

5

19

0

0

0

9

0

0

5

7

7

8

9

0

o

5

00

50

0

4
.

日H

mpp

0

o

o4

75

40

0

1
･

DDVPconcentration 0.42ppm

Dernier 30

Chrysalide 30

Dernier

Chrysalide

0

0

2

2

Dernier 20

Chrysalide 20

100.0

53.3

日日

0

0

0

3

0

90
.
75
.
65
.
5
.

一00
1

7｡
･
0

7-
･
0

-
･
｡

芸

m

85
･
｡

85
･
O

O

㌃

100.0 1(X).0 100.0

60.0 85.0 100.0 100.0

1(泊.0 100.0 100.0

10.0 65.0 70.0 100.0

★DDVPconcentrationestmontr占eenvaleurquantitativedeceluiquleStpaSSddamsde
l'eauaprとslavolatilisation.
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を示すことは今後検討を宏する閃瓜である.
矢部即日浸肌法は黙紋の放和された沖化糟あるいは排

水粥から幼虫が脱Flげ ろような均分の効)Jを付起して

行なったもので.紡架は那32之に示した.Baytex.
DiaZinon.DDVP,MalathI'on乳剤の柿附.17･放400tlI･
(125ppm)は火照上のTFt抑 r.･flrl那T;tであるが.この火

験でもBaytexが搾れT:効架を示し.幼dl耶除には

Baytexあるいは DiaZinon乳剤が搾れT=効米を示す

ものと考えられる.

新しい剤型の DDVP梯胴蒸散剤による殺虫効力試

験の成約を第4表に示した.同表に付記した DDVP

の水への移行丑から,DDVPの蒸散晃は経時的に低

下していることがわかった.しかし,生物実験の結果で

は.DDVPの殺虫力が副 ､ので化学的な定員他と必

ずしも一致しなかった.また,巾令,終令幼虫では感

受性に布,'t''Gf訊まなく,経時的変化の形坪もあまりみら

れなかった.これは密室内において.DDVPの水巾

への移行による接触了蜂とともに.空気rflの DDVPガ

スによる呼吸T!)の形甥が関与するためではないかと考

えた.幼虫に対しては,経時的変化15日u71の3時間施

用区 (致死率50.0%)の一例を除き,3時間以上蒸散

剤を吊しておけば,いずれも60%以上の前い致死率が

得られることがわかった.なお,長期間吊したまま放

置しておくという位用方法から考えて,突用上,榎れ

た殺虫効果を期待できるものと思われる.対田区に用

いたアカイエカの終令幼虫および蛸では謁い致死率が

狩られたが,大きさのあまり変らないアカイエカ幼虫

とオオチ7ウバエ幼虫の問に薬剤感受性に大きな相逆

があろ ことは興味ぶかい点である.
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Rさ和m占

Envueded主truireleMothFlynousavons

itudi皇Ieseffetstoxiquesd'insecticidesvari由sur

chaqueinstardesLarvesetdesChrysalidesdu

MothFly.

Lesr''sultatsobtenusontmontriquedurant

touslesinstarsdesLarvesBaytexaeulaplus

meilleureifficacit皇insecticide,etqu'ellead皇cru

commesuit:Diazinon> I)DVP>Malathion>

㍗-BtlC. ParcontresurlesChrysalidesona

observさunetendanceunpeudiffirentedecelle

surlap!riodedeLarves:Diazinonestleplus

effectif,etl'efficacit皇insecticidead呈crucomme

suit.･Baytex>Malathion>DDVP>r-BtlC.C'est

ainsiquel■onpourraitdirequedamslebutde

d!truirelesLarve9duMothFly,ladiffusionde

Baytexou deDiazinonemulsionestlaplus

effective.

Aenjugerparlemoded'emploiDDVPSTRIP,
d占velopp5commeunnouveautyped'insecticide

donneraitenpleineactivitきasonefficacit皇sur
lesLarvesduMothFly.

Iln'yapaseudegrandediEf占rencedeseffets

toxiquesd'insectieedesentreleJetJneTnstaret

celuimoyen,tandisqu'ilsse各ontdiminu圭sunpeu

surledernierlnstar. En丘tudiantleseffets

toxiques d'insecticides sur les Chrysalides,

compar三savecceuxsurlesLarves,Nousavons

constat占qu'ilsont占t510a20foisplusbas.
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